
会場 セクション 座長 番号 演題 所属 職種 発表者

1 高山市の移動診療車をテーマとした医学生の課題探求型学習
岐阜大学大学院医学系研究科
地域共創型飛騨高山医療者教育学講座

医師 髙橋　美裕希

2 放射線技師の人材相互支援体制の構築 国民健康保険上矢作病院 診療放射線技師 柘植　大輔

3 職員のモチベーション向上の取り組み実績と課題 郡上市役所健康福祉部高齢福祉課 事務職 山下　修司

4 当センター医師における一般撮影自信度アンケート調査 県北西部地域医療センター国保白鳥病院 診療放射線技師 倉坪　進司

1 富士フィルム製　胸部Ｘ線画像病変検出ソフトウェア「CXR-AID」の使用経験 国保関ケ原診療所 診療放射線技師 細野　尚志

2
見守り支援システムによるスタッフの業務負担軽減について
～身体拘束最小化にむけた取り組み～

国民健康保険飛騨市民病院 看護師 逢坂　ゆきみ

3 移動診療車の導入に係る課題と今後の展望について 高山市役所医療保健部医療政策課 事務職 山下　龍士

4
移動診療車オンライン診療を支える看護師の役割
～実践からみえた課題と展望～

高山市国民健康保険南高山地域医療センター
朝日地域診療所

看護師 青木　恵

1
若い世代からの健康づくり
～中学３年生健診と健診結果説明会～

高山市役所医療保健部健康推進課 保健師 本田　里香

2 ヒヤリハットの報告から多職種への情報共有について調査 県北西部地域医療センター国保白鳥病院 看護師 石徹白　卓也

3 白鳥病院における医療従事者の災害に関する意識調査 県北西部地域医療センター国保白鳥病院 理学療法士 鈴木　裕也

4 一病棟削減までの経緯と現状についての報告 下呂市立金山病院 事務職 亀山　嘉人

5 国保診療所移転期間の医療連携と広報の課題
高山市国民健康保険南高山地域医療センター
久々野拠点診療所

医師 水野　麻優子

1
危険行動のある脳卒中患者への退院支援
認知行動療法を用いたリハビリテーション介入

国民健康保険飛騨市民病院 作業療法士 井本　愛李

2
個別性のある退院支援をめざして
～情報共有と共通認識によるチームアプローチ～

国民健康保険飛騨市民病院 看護師 山本　里美

3 訪問看護師と連携し退院指導の改善につなげる 国民健康保険上矢作病院 看護師 吉村　美帆

4 看護計画「退院支援」に関する看護師の意識調査 県北西部地域医療センター国保白鳥病院 看護師 山口　律子

1
ＡＣＰ導入による病棟職員のケアに対する意識変化
～その人らしい生活を支えるために～

国民健康保険飛騨市民病院 看護師 坂腰　朋子

2
介護の未来を救う！？ロボットには負けないぞ！
人の心の温かさを改めて知る。地域ボランティアに支えられ！

下呂市立小坂診療所 看護師 野尻　由紀子

3
介護予防のためにできること
～関ケ原町の現状と今後の展望～

国保関ケ原診療所 理学療法士 山本　尚輝

4 介護老人保健施設内における看護師と介護士との協働と連携の認識の違い 県北西部地域医療センター国保和良診療所 看護師 蒲　美穂

1
～経口摂取への希望に向き合って～
ワレンベルグ症候群患者に対して安全な経口摂取再開に向けた2週間の集中的リハビリ介入

国民健康保険飛騨市民病院 言語聴覚士 中井　麻美

2
地域で生活を支えるインフォーマルサービスの力
～おひとり様の看取りを多職種で振り返って～

かみやはぎ訪問看護ステーション 看護師 籠橋　直美

3 精神疾患を持つ利用者へのセルフケアを経験したスタッフの意識調査 県北西部地域医療センター国保白鳥病院 看護師 河合　美菜

4 ここでつながる、次へつなげる オープンカフェの取り組みについて 県北西部地域医療センター国保白鳥病院 ケアマネジャー 河端　亜美
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